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実績調査日程 
 

官団員 コンサルタント 

月 日 曜

①総括 ②計画調整 ③水産業振興計画 ④水産物流通 ⑤海洋土木 ⑥環境社会配慮 

宿泊地 

2 月 17 日 水 モザンビーク出張  成田 17:15→(JL062)→10:05LA12:35→(AA1516)→20:20 マイアミ ③④⑤マイアミ 

2 月 18 日 木 モザンビーク出張  
マイアミ 10:35→(AA2299)→14:25SC 

・バセテール水産センター視察 
③④⑤SC 

2 月 19 日 金 本邦着  

【AM】 

10:00 連盟政府水産局長表敬 

10:15 連盟政府農業省大臣・次官表敬及び打合せ 

（移動）セントクリストファー島→ネーヴィス島 

【PM】 

13:00 ネーヴィス行政府農業省次官と水産局長・担当者表敬及び打合せ 

 

③④⑤ネーヴィス 

2 月 20 日 土   ・サイト調査（ネーヴィス島、チャールズタウン）、7 カ所のサイト調査 
成 田 17:15 → (JL062) → 10:05LA12:35 →

(AA1516)→20:20 マイアミ 

③④⑤ネーヴィス 

⑥マイアミ 

2 月 21 日 日   ・団内会議及び資料整理 マイアミ 10:35→(AA2299)→14:25SC 
③④⑤ネーヴィス 

⑥SC 

2 月 22 日 月   

【AM】 

・既存水産センター調査 

・Department of Physical Planning 

【PM】 

・Department of Statistics and Economic Planning 

・G.C. Enterprises (水産加工会社） 

【AM】 

・既存水産センター調査 

・Department of Physical Planning 

【PM】 

・Legal Department 

・G.C. Enterprises (水産加工会社） 

【AM】 

・（移動）セントクリストファー島→セント

クリストファー島→ネーヴィス島 

・Department of Physical Planning 

【PM】 

・Legal Department 

・G.C. Enterprises (水産加工会社） 

③～⑥ネーヴィス 

2 月 23 日 火   

【AM】 

・チャールズタウン計画サイト調査 

【PM】 

・ネーヴィス行政府農業省次官と水産局長・担

当者及び打合せ 

【AM】 

・チャールズタウン水揚場 

 漁民インタビュー 

【PM】 

・ネーヴィス行政府農業省次官と水産局長・担

当者及び打合せ 

【AM】 

・Physical Planning Office 土地収用確認

【PM】 

・ネーヴィス行政府農業省次官と水産局長・担

当者及び打合せ 

【AM】 

・Physical Planning OfficeEIA 手続き等の

確認 

【PM】 

・ネーヴィス行政府農業省次官と水産局長・

担当者及び打合せ 

③～⑥ネーヴィス 

2 月 24 日 水   

【AM】 

・ネーヴィス行政府農業省大臣表敬 

・チャールズタウン漁民インタビュー 

・水産局資料収集 

【PM】 

・水産局担当者と要請項目の再確認 

・統計資料収集 

【AM】 

・ネーヴィス行政府農業省大臣表敬 

・チャールズタウン漁民インタビュー 

・水産局資料収集 

【PM】 

・水産統計資料収集 

【AM】 

・ネーヴィス行政府農業省大臣表敬 

・建設事情資料収集（Public Works) 

・気象条件資料収集（NASPA） 

【PM】 

・ネーヴィス行政府農業省次官と土地収用範囲

の確認 

【AM】 

・ネーヴィス行政府農業省大臣表敬 

・基礎インフラ資料収集（Pablic Works)

・Jessup, Cotton Ground, Jones Bay, 

Newcastle 水揚場確認 

【PM】 

・ネーヴィス行政府水産局打合せ 

③～⑥ネーヴィス 

2 月 25 日 木 成田 20:00→(JL048)→18:40NY 

【AM】 

（移動）ネーヴィス島→セントクリストファー

島 

9:00 過去の無償案件施設調査（バセテール水

産センター・オールドロード水産センタ

ー） 

【PM】 

14:00 連盟政府水産局資料収集 

（移動）セントクリストファー島→ネーヴィス

島 

【AM】 

（移動）ネーヴィス島→セントクリストファー

島 

9:00 過去の無償案件施設調査（バセテール水

産センター・オールドロード水産センタ

ー） 

【PM】 

14:00 連盟政府水産局資料収集 

（移動）セントクリストファー島→ネーヴィス

島 

【AM】 

Legal Office にて土地収用に関する事項の確

認 

【PM】 

砂取り場確認 

【AM】 

・Environmental Health Service Division

・Solid Waste Management 

・Navis Histrical and Conservation Society

【PM】 

砂取り場確認 

Indian Bay 水揚場確認 

①②移動 

③～⑥ネーヴィス 

2 月 26 日 金

NY01:00→(DL485)→07:01TT 

09:00 在トリニアード・トバゴ日本大使館表敬 

TT15:15→(LI772)→16:20 バルバドス 17:30→(LI512)→

19:50SC 

【AM】 

・ネーヴィス行政府農業省次官と施設平面計画

協議 

・ネーヴィス行政府水産局長に水揚量データの

算定方法を確認 

【PM】 

・チャールズタウン漁民に収入ヒアリング 

・中間報告書作成 

【AM】 

・ネーヴィス行政府農業省次官と施設平面計画

協議 

・ネーヴィス行政府水産局長に水揚量データの

算定方法を確認 

【PM】 

・チャールズタウン漁民に収入ヒアリング 

・中間報告書作成 

【AM】 

・ネーヴィス行政府農業省次官と施設平面計画

協議 

【PM】 

・中間報告書作成 

【AM】 

・Water Department 

・ごみ処理場 視察 

・Long Haul Bay 水揚場 確認。 

【PM】 

・中間報告書作成 

①②SC 

③～⑥ネーヴィス 

2 月 27 日 土

【AM】 

09:30 過去の無償案件施設調査（バセテール水産センタ

ー・オールドロード水産センター） 

【PM】 

14:30 団内協議（中間報告書説明） 

【AM】 

（移動）ネーヴィス島→セントクリストファー

島 

・中間報告書作成 

【PM】 

・官団員に同行 

（移動）ネーヴィス島→セントクリストファー

島 

・官団員に同行 

（移動）ネーヴィス島→セントクリストファー

島 

・官団員に同行 

（移動）ネーヴィス島→セントクリストファ

ー島 

・官団員に同行 

①～⑥SC 

2 月 28 日 日

【AM】 

・資料整理 

【PM】 

（移動）セントクリストファー島→ネーヴィス島 

14:00 サイト調査（チャールズタウン他） 

（移動）ネーヴィス島→セントクリストファー島 

【AM】 

・資料整理 

【PM】 

官団員に同行 

【AM】 

・資料整理 

【PM】 

・セントクリストファー島水揚場調査 

【AM】 

・資料整理 

【PM】 

・セントクリストファー島水揚場調査 

【AM】 

・資料整理 

【PM】 

・セントクリストファー島水揚場調査 

①～⑥SC 

3 月 1 日 月

【AM】 

09:00 連盟政府水産局長表敬・協議 

10:00 連盟政府農業省次官表敬 

【PM】 

（移動）セントクリストファー島→ネーヴィス島 

14:00 ネーヴィス行政府省次官、水産局長表敬・協議 

①～⑥ネーヴィス 
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3 月 2 日 火 【AM】09:00 既存水産センター調査 10:30 ネーヴィス島内水揚場調査【PM】14:00 ネーヴィス行政府省次官、水産局長表敬・協議 
【AM】Public Works Department 建設事情調査

（ﾛｰｶﾙｺﾝﾄﾗｸﾀｰ）【PM】Disaster Office 

【AM】Public Works Department 環境アセス

会社（ﾛｰｶﾙｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ）聴取【PM】Environmental 

Health Department 

①～⑥ネーヴィス 

3 月 3 日 水

【AM】 

・ミニッツ案作成 

【PM】 

13:00Jessup 水揚場にてコンク水揚調査 

14:00 連盟政府水産局長、ネーヴィス行政府農業省次官、

水産局長ミニッツ協議 

【AM】 

・海図及び地形図入手 

・民間の施設維持管理会社調査 

【PM】 

・Jessup 水揚場にてコンク水揚げ調査 

・海図、計画サイト図のコピー 

【AM】 

Physical planning 

【PM】 

Fisheries Department 

【AM】 

Physical planning 

【PM】 

Fisheries Department 

①～⑥ネーヴィス 

3 月 4 日 木

【AM】 

・資料整理 

11:30 団内協議 

【PM】 

13:00 ミニッツ署名（連盟政府及びネーヴィス行政府）

（移動）ネーヴィス島→セントクリストファー島 

【AM】 

・既存水産センター収支資料入手 

・チャールズタウン沖の海底土質図コピー 

11:30 団内協議 

【PM】 

13:00 ミニッツ署名（連盟政府及びネーヴィス行政府） 

・民間コンサルタント CADENCO 訪問 

【AM】 

・ロングポイント港調査 

11:30 団内協議 

【PM】 

13:00 ミニッツ署名（連盟政府及びネーヴィス

行政府） 

・民間コンサルタント CADENCO 訪問 

【AM】 

(移動）ネーヴィス島→セントクリストファ

ー島 

・連盟政府水産局にてオールドロード水産セ

ンターの運営収支資料の入手 

【PM】 

SC15:30→(AA1843)→17:50 マイアミ 20:50

→(AA1728)→23:50LA 

①～②SC 

③～⑤ネーヴィス 

⑥LA 

3 月 5 日 金

【AM】 

09:00 オールドロード水産センター水揚げ調査 

【PM】 

SC15:30→(AA1843)→17:50 マイアミ 

（杉山）マイアミ滞在 

（橋本）マイアミ 20:50→(AA1728)→23:50LA 

・資料整理 

・調査概要報告書作成 
LA12:00→(JL061)→ 

①マイアミ 

②LA 

③④⑤ネーヴィス 

⑥移動 

3 月 6 日 土
マ イ ア ミ 18:15 →

(AA062)→ 
LA12:00→(JL061)→ 

【AM】 

（移動）ネーヴィス島→セントクリストファー島 

・バセテール水産センター資料入手 

・オールドロード水産センター水揚げ調査 

【PM】 

SC15:30→(AA1843)→17:50 マイアミ 20:50→(AA1728)→23:50LA 

→16:50 成田 
①②移動 

③④⑤LA 

3 月 7 日 日
→ 09:00 パリ 13:50→

(AF814)→20:05 ベナン 
→16:50 成田 LA12:00→(JL061)→ ③④⑤移動 

3 月 8 日 月 ベナン会議  →16:50 成田 
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１．一般概況 

1-1 社会状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付表 1-1 セントクリストファー・ネーヴィス勢調査人口による人口増加率（1871-2001 年） 

付表 1-2 セントクリストファー・ネーヴィス勢調査人口、行政区別（1871-2001 年） 
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1-2 経済状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付表 1-3 ネーヴィス島人口予測（2002-2008 年） 

付表 1-4 セントクリストファーの主要経済指標（2003-2007 年） 
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付表 1-5 セントクリストファー・ネーヴィスの貿易概況（1996-2006 年） 

（単位：百万 EC$） 

 

 

 

 

 

R：改定値 P：暫定値  出所：セントクリストファー・ネーヴィス統計局 

 

付表 1-6 セントクリストファー・ネーヴィスの国別輸出内訳（1996-2006 年） 

                                                                              （単位：百万 EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P：暫定値  出所：セントクリストファー・ネーヴィス統計局 

 

付表 1-7 セントクリストファー・ネーヴィスの国別輸入内訳（1996-2006 年） 

                                                                               （単位：百万 EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R：改定値 P：暫定値  出所：セントクリストファー・ネーヴィス統計局 
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付表 1-8 セントクリストファー・ネーヴィスの品目別輸出内訳（1996-2006 年） 

（単位：千 EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R：改定値 P：暫定値  出所：セントクリストファー・ネーヴィス統計局 

 

 

 

 

付表 1-9 セントクリストファー・ネーヴィスの品目別再輸出内訳（1996-2006 年） 

                                                                                     （単位：千 EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R：改定値 P：暫定値  出所：セントクリストファー・ネーヴィス統計局 
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付表 1-10 セントクリストファー・ネーヴィスの品目別輸入内訳（1996-2006 年） 

（単位：千 EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

R：改定値 P：暫定値  出所：セントクリストファー・ネーヴィス統計局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付表 1-11 ネーヴィス島の産業別雇用者数（1999-2008 年） 

注：漁民は上記産業別では、主に Construction（建設関係）に含まれる。 
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付表 1-12 セントクリストファー・ネーヴィスの GDP の推移（2002-2008 年） 
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付表 1-14 ネーヴィス島のホテル数、部屋数及びベッド数（1999-2008 年） 

付表 1-15 ネーヴィス島のコンテナ取扱量（2008 年） 

付表 1-13 ネーヴィス行政府の財政収支（1999-2008 年） 
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付表 1-17 セントクリストファー島とネーヴィス島のフェリー利用客数（2008 年） 

付表 1-16 ネーヴィス島の港湾貨物取扱量（2008 年） 
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２．水産セクターの概要 

2-1 漁業・資源 

本報告書においては以下の魚名を用いた。 

 

付表 2-1 魚名（現地名、学名、和名） 

現地名 学名 和名 

Doctor fish / Surgeon fish Acanthuridae ニザダイ 

Trigger fish / Old wife Balistadae モンガラカワハギ 

Grunts Pamadosydae イサキ 

Squirrel fish Holocentridae マツカサウオ 

Snapper Lutjanidae フエダイ 

Goatfish Mullidae ヒメジ 

Parrotfish Scaridae ブダイ 

Grouper Serranidae ハタ 

Lobsters Panulirus argus 他 ロブスター 

Gars Belonidae ダツ 

Ballyhoo Hemiramphus spp. サヨリ 

Jacks Caranx spp. アジ（ギンガメアジ） 

Dolphinfish Coryphaena hippuris シイラ 

Wahoo Acanthocybium solandri サワラ（カマスサワラ） 

Tunas Thunnus spp. マグロ 

Mackerel Scombridae サワラ（サバ科） 

Conch Strombus gigas コンク貝 

Miscellaneous species 

Mixed pod fish 
 その他 

 

野菜市と水揚日についての考察 

籠漁業では、籠を仕掛け、1 日から数日後に取り上げて入った魚を収穫しているが、ネーヴィス島

では、野菜市が火曜日と土曜日に開かれており、多くの人が集まって来ることから、漁民はこの日に

合わせて取り上げを行っていると思われる。このため、火曜日と土曜日には魚を販売する漁民の数も

集中することが予想される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 －102－

付表 2-2 カリブ海地域の漁業資源とセントクリストファー・ネーヴィスの位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：セントクリストファー・ネーヴィス水産開発計画基本設計調査報告書, 2005 年 

 

 

2-2 流通・加工 

ネーヴィス島では、消費者が地元の水揚場を訪れて漁獲物を購入するのが一般的な鮮魚入手方法で

あるが、地場で消費しきれない場合には、チャールズタウンなどの消費地まで漁民が自ら漁獲物を陸

路運搬し、ホテル、レストラン、水産センター及びチャールズタウンに 1 社のみ存在する民間鮮魚

取扱い業者（G. C. Enterprises）などに販売している。また漁民の一部には、自らの漁船または島間

連絡船を利用してセントクリストファー島まで漁獲物を運搬し、バセテール水産施設に持ち込んだり

フェリーターミナル付近の路上で自ら販売するものがいる。ただし、このような水産物流通量に関し

て数値的に把握できる既往データはない。 

他方、セントクリストファー島の漁民の一部にも、潜水器具を使用して採取したコンク貝や銛突き

によって漁獲した比較的大きな底魚をネーヴィス島まで運び、G. C. Enterprises に販売している者

がいる。同業者は、ネーヴィス島で水揚げされるコンク貝とロブスターのほぼ全量を取り扱うほか、

ウロコ、エラ、内蔵等を除去した鮮魚も店舗販売している。これらの鮮魚は、漁民が持ち込むのを待

つばかりでなく、水揚場を陸路回って買い付けも行っている。また、コンク貝とロブスターの一部は

マルティニーク等に輸出されている。 

（t） 

（t/km2） 

t/km2 
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付表 2-3 ネーヴィスにおける水産物輸出量（2006-2009 年） 

                                     （単位：lbs） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注：コンク貝及びロブスターのみの集計 

出所：ネーヴィス水産局 

 

 

水産物の加工は、水産センターと G. C. Enterprises が鮮魚のウロコ、エラ、内蔵等を除去して販

売している以外には特に行われていない。ただし、クリーナーと称される人々が、消費者が漁民から

購入した鮮魚のウロコ、エラ、内蔵等の除去を 1 lb 当たり 3EC$で行うサービスを提供している。 

 

表 2-4 ネーヴィスにおける冷凍魚・冷凍肉等のポンド当たりスーパーマーケット価格 

品目 EC$ 品目 EC$ 

カジキ 9.50 鶏肉（丸） 4.42 

ヒラマサ 11.95 牛肉（地産） 7.50 

フエダイ（丸） 16.00 豚肉（チョップ） 5.02 

フエダイ（フィレ） 26.90 豚肉（テール） 11.56 

ハタ（フィレ） 22.90 マトン 9.78 

シイラ 13.92 鶏卵（12 個） 10.00 

サーモン(フィレ) 13.76 ターキー（テンダーロイン） 16.31 

テラピア（フィレ） 10.42 ダック 12.67 

塩干タラ 12.95   

塩干ニシン 7.63   

（2010 年 3 月調査団調べ） 
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2-3 主要魚種別生産量 

ネーヴィス島における漁獲統計は、ネーヴィス水産局職員が 7 カ所の水揚場をそれぞれ月に 1 回

から数回訪れ、所定のフォームに基づいて漁民から漁獲データを直接聞き取るか、会えなかった場合

には残したフォームを後日回収し、これらのデータを集計することによって推算される。回答率は、

大雑把にいって漁民の 2 割程度ということであり、また、販売に際して、漁民は必ずしも魚種ごと

に計量しているわけではない。数値の利用に際しては、このような状況下でまとめられた漁獲統計で

あることに留意する必要がある。なお、水産局の統計データには、明らかな計算式の入力ミスや転記

ミス等が散見されることから、3 カ月ごとに取りまとめられている魚種別・水揚場別漁獲量を元デー

タとして再集計を行った。この結果、水産局が発表している数値とは異なる場合がある。 

 

付表 2-5 魚種別生産量（セントクリストファー島 2006 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：セントクリストファー水産局 

 

付表 2-6 魚種別生産量（ネーヴィス島 2006 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：ネーヴィス水産局資料から編纂 
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付表 2-7 セントクリストファー・ネーヴィスの漁獲量（2006 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

付表 2-8 魚種別生産量（セントクリストファー島 2007 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：セントクリストファー水産局 

 

付表 2-9 魚種別生産量（ネーヴィス島 2007 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：ネーヴィス水産局資料から編纂 

 

付表 2-10 セントクリストファー・ネーヴィスの漁獲量（2007 年） 

（単位：lbs, EC$） 
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付表 2-11 魚種別生産量（セントクリストファー島 2008 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：セントクリストファー水産局 

 

付表 2-12 魚種別生産量（ネーヴィス島 2008 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：ネーヴィス水産局資料から編纂 

 

付表 2-13 セントクリストファー・ネーヴィスの漁獲量（2008 年） 

（単位：lbs, EC$） 
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付表 2-14 魚種別生産量（ネーヴィス島 2009 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：ネーヴィス水産局資料から編纂 

 

 

 

付表 2-15 魚種別・水揚場別生産量（ネーヴィス島 2006 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：ネーヴィス水産局資料から編纂 
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付表 2-16 魚種別・水揚場別生産量（ネーヴィス島 2007 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：ネーヴィス水産局資料から編纂 

 

 

付表 2-17 魚種別・水揚場別生産量（ネーヴィス島 2008 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：ネーヴィス水産局資料から編纂 
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付表 2-18 魚種別・水揚場別生産量（ネーヴィス島 2009 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：ネーヴィス水産局資料から編纂 

 

付表 2-19 水揚場別・月別漁業生産量（ネーヴィス島 2006～2009 年） 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
CH：チャールズタウン JE：ジェサップ CG：コットングラウンド JB：ジョーンズベイ 
LH：ロングホウルベイ NC：ニューキャッスル IC：インディアンキャッスル 

出所：ネーヴィス水産局資料から編纂 
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付表 2-20 カテゴリー別漁業生産量（ネーヴィス島 2006～2009 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：ネーヴィス水産局資料から編纂 

 

付表 2-21 ネーヴィス水産センターでの取扱量（2009 年） 

（単位：lbs, EC$） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出所：ネーヴィス水産局 
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３．環境 

3-1 自然保護地域 

3-1-1 開発計画図における自然保護区・保全地域 

 

緑斜線： 指定保護区（チャールズタウン南部、北部沿岸、南東部沿岸） 

緑：   沿岸保全地域［チャールズタウン北部（ネーヴィス島北西部沿岸）］ 

 

 

付図 3-1 開発計画図 
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3-1-2 バスボック保護区詳細位置図 
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3-1-3 国立公園 

3-1-1 に示した自然保護区・保全地域うち、国立公園を示す（緑線）。 

 

 

付図 3-3 ネーヴィス国立公園 
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3-2 関連法令・規制等 

 

・Building Code 

＝すべての建設の基準となるもので、ハリケーン Hugo（1982）の被災を反映して改定されている。 

 

・Nevis Land Acquisition Ordinance, 1997 (No. 2 of 1997) 

＝土地収用の根拠法。 

 

・The National Conservation and Environment Protection Act, 1987 

＝ビーチは満潮位線から 20m を Public Access とする旨、定義されている。 

＝EIA の実施を規定している（特に沿岸域）。 

 

・Nevis Physical Development Plan(2008) 

＝EIA のスクリーニング基準を示す。 

 

 

3-3 その他関連情報 

 

1) セントクリストファー・ネーヴィスにおける植生図、植物のリスト、また、鳥類、コウモリに係

る保護すべき種のリストについては、『収集資料「A Biodiversity Profile of St. Kitts and Nevis(1999)』

を参照。 

 

2) ネーヴィス沿岸図、マングローブ・湿地帯位置図は、収集資料『Management Plan for the North West 

Shoreline of Nevis(Draft)』を参照。 

 

3) 海岸浸食に係る情報は、以下を参照。 

 ・http://www.unesco.org/csi/act/cosalc/theme11.htm 

 ・収集資料『Management Plan for the North West Shoreline of Nevis(Draft)』 
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４．許認可 

4-1 建設許可 

建設許可関連は、議事録［2 月 23 日（火）10：00～11：00、Department of Physical Planning, Natural 

Resources & Environment, NIA の Director との協議］を参照。 

 

4-1-1 ＥＩＡ手続き概要 
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4-1-2 ＥＩＡ調査のＴＯＲ概要 
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4-1-3 計画局（Department of Physical Planning）組織図 

 
 

付図 4-1 計画局（Department of Physical Planning）組織図 
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4-2 土地関連 

4-2-1 土地登記簿の写し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図 4-2 土地登記簿の写し 
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５．建設事情 

5-1 建設会社 

同国の建設会社として、建設機械レンタルも含め 20 社程度が登録されている。しかしながら、公

共事業局によれば、分野は道路などの陸上工事が主であり、海洋土木分野では 1～2 社ほどとのこと

である。また、海洋土木構造物の設計会社は同国内にはない、とのことである。 

ちなみに、公共事業局は、道路、カルバートなどの陸上施設の設計のみならず、機械を所有して施工

も行っているとのことである。 

 

5-2 建設会社の施工レベル 

公共事業局によれば、陸上工事について建設会社の能力は問題ないとのことである。上記の海洋土

木工事の建設会社（外資系、National Piling Co.）については、バセテール及びチャールズタウンの桟

橋及びフェリー埠頭の建設実績があり、施工能力は十分と考えられる。ただし、作業船は現在近隣諸

国で稼働中であり、ネーヴィス島にはないとのことである。また、セントクリストファー島の

Brimstone Hill Fortress 前面海岸では、石積み防波堤及び桟橋からなるマリーナが建設中（SKMW の

社名あり）であり、そこでは、スパット装備のクレーン台船が稼働中であった。 

 

5-3 測量・建設材料検査機関 

土地登記の際の必要性から、陸上測量会社はあるが、深浅測量などの海上測量会社はなく、また、

土質調査会社も同国にはないと考えられる。ただし、材料検査については、セントクリストファー島

に公共機関と民間でおのおの 1 社あるとのことであるが、調査期間中に検査項目などの確認はとれな

かった。 

 

5-4 建設資材会社 

鉄筋、鋼材、セメントなどの主要建設資材は、すべて輸入であり、建設会社が直接調達していると

考えられる。唯一、埋立て用材と各種石材は、現地調達が可能である。その土取り場の位置図、概要、

単価は、付図 5-1、付表 5-1～付表 5-3 のとおりである。なお、生コンクリート及びガソリンの単価は、

おのおの、220.00US$/m3、4.00US$/gal であり、生コンクリートの供給は十分あるとのことである。 
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付図 5-1 土取り場の位置図 
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付表 5-2 単価表 

付表 5-3 生産能力 
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６．自然条件調査 

6-1 自然条件 

2007 年～2009 年の 3 カ年について、風、気温、降雨量の年間平均を以下に示す。 
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6-2 現地再委託先 

 

・海洋土木 

同国での調査は、例えば CBR 試験などの陸上道路工事のための調査が主であり、深浅測量、海底

土質調査を行う調査会社は存在しないと思われる。 

  

・環境社会配慮 

(1) 水質検査 

現地にて水質検査が可能なラボは以下のとおりである。 

 

・St. Kitts - Nevis Multi-Purpose Laboratory／Bureau of Standards 

担当者：Mr. Sylvester Belle 

 ※セントクリストファー政府傘下のラボ。ネーヴィス漁業局経由で連絡が可能。検査可能項目及び

検査単価は、次ページを参照。 

 

・Water Department, Nevis Island Administration(上水の検査が中心) 

  担当者：Mr. Liewellyn D. Wiltshire, Laboratory Technician, (tel) 465-5324 

  ※ネーヴィス行政府傘下のラボ。検査可能項目、ネーヴィス島の上水の水質基準は次ページ以降を

参照。 

 

(2) 海洋生物調査、鳥類等の生息環境調査 

 直営としない場合の現地再委託先としては、環境コンサルタント（CADENCO）が想定される。な

お、調査実施可能な人材が CADENCO にいない場合でも、紹介を受けることは可能と考えられる。 

 

・Caribbean Development & Environment Consultants, Inc. （CADENCO） 

  担当者：Ms. Janice D. Hodge, Principal 
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・St. Kitts - Nevis Multi-Purpose Laboratory／Bureau of Standards 

 

検査可能項目及び検査単価 
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・Water Department, Nevis Island Administration 

 

検査可能項目（×印） 
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付表 6-4 ネーヴィス島の上水の水質基準 
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